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〔目的〕
Vitamin B6 の各種燐酸エステノレに対する Pase本の作用については，現在まで充分な研究はなされてい
ない。
このため，私は各種の Pase を精製し， B6一燐酸エステノレ三型に対する作用を系統的に研究した。
なお，本研究の結果を応用して，中原は B6 六型の酵素的分別定量法を考案し，既に発表している o
C)j 法〕
波辺らの方法により甘藷の限性 Pase (精製度約370倍)， Morton の方法により仔午小腸粘膜のアノレカリ
性 Pase (精製度約50倍)， Garen らの)f法により大腸菌のアルカリ性 Pase (粘:製度約350倍) Rogers ら
の万法により同じく大腸菌の酸性 Pase 1 型および E 型(精製度それぞれ約50倍および約20倍)を精製し
実験にはこれら精製酵素の故終限品を用いた。
Pase 活J性の測定には，基質より遊離する無機燐酸を燐- Vandomolybden 酸法で測定する方法と， pｭ
NPP* を基質として用い，生じた p-NPキをアルカリで発色させて測定するみ‘法の両者を併用した口
〔成績〕
1 甘藷の酸性 Pase および、仔牛小腸のアノレ力リ性の Pase の作用
甘藷の酸性 Pase の至適 pH は6.0附近にあり， P ALP*, PINP本および p-NPP はよく分解するが，
PAMP* に対してはその作用の弱いことがわかった。一方小腸のア Jレカリ性 Pase は至適 pH は9.0附近
にあり， PINP が」番速く， PALP と PAMP はやや弱いが殆んど等速度で分解されることが明かとなっ
7こ o
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次lζ甘藷の酸性 Pase ，ζ対する PAMP あるいは PAM* のドn芹作用をしらべたが，基質と同程度の
濃度では殆んど両者とも PINP または PALP の水解に対し阻害作用をノJ~ さなかった。
2 大腸菌のアノレカリ性 Pase の作用
至適 pH は 10-11 で， B6一燐酸エステノレ三型のうち PINP と PAMP はほぼ等速度で， PALP はその
約%の速さで分解される口しかしこの酵素活性は pH 5.0 附近でも僅かに存在しているので酵素を非常に
大量用い，かつ反応時間を延長して pH 5.0 における B6一燐酸エステル三型に対する相対速度を調べると
PAMP に対する活性が一番強く酸性 Pase の場合とは異った結果を得た。
なお， B7一燐酸エステノレ以外に種々の Monophosphate に対する活性を測定したが， 後記の酸性 Paseの
場合とは著しく異っていて， (第 1 表参照)基質の構造により相対速度には多少の差はあるが， いずれも
比較的よく分解することがわかった。
3 大腸菌の酸性 Pase の作用
Rogers らの報告によると大腸菌の酸性 Pase はその種類が複雑で約 5 種類の isoenzyme が存在するこ
とが知られている。私も Rogers らの方法に従って酸性 Pase 1 および E と命名された分劃の酵素につい
て， B6一燐酸エステノレ三型およびその他の基質に対する活性を測定した。 至適 pH は I 型では， p-NPP, 
PINP, PALP および PAMP に対しそれぞれ5.0， 6.0, 4.5および6.0であり， n 型では G-I-P に対し5.
5 と 7.5の二つの山を示し， PINP, PALP および PAMP に対し，それぞれ 6.0， 4.5および6.0である。又
各種蓋質に対する水解速度比は第 1 表に示す如くであった。
これら両酵素の B6-燐酸エステノレ型に対する作用はともに PALP， PINr は確かに水解するのに対し R
PAMP は殆んど分解し得ない。また PAMP と同様， p04 1J;に NH2 基が近接しているような種々の化
合物，例えば P-Serine， P-Threonine, P-Choline なども殆んど全く水解されなかった。
第 1 表 大腸菌酸性およびアノレカリ性の各種基質に対する水解速度比
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〔総括1
1. 甘藷および大腸菌より酸性 Pase を，また仔牛小腸粘膜および大腸菌よりアノレカリ性 Pase を精製
し， Vitamin Ba-燐酸エステル三型に対する水解の能力を調べた。アノレカリ性 Pase は B6一燐酸エステノレ
三型ともによく水解するが，酸性 Pase は PINP と PALP に比して PAMP は水解し難い。
2. 大腸菌の酸性 Pase は PAMP 以外でも， NH2 基と P04 基の近接しているような基質(例えばP­
Serine, P-Threonine など)は水解し難し、が，大腸菌のアノレカリ性 Pase はこれらの基質をよく水解する口
3 . V itamin B6一燐酸エステノレすべてを能率よく脱燐酸するには， アノレカリ性 Pase が酸性 Pase より
有効である。
*次の略号を用いた。 Pase=Phosphatase， PAM=Pyridoxamine, Pニ燐酸エステル基， PINPニ Pyrid­
oxine-5'-Phosphate, P ALP= Pyridoxal-5'-phosphate, PAMP= Pyridoxamine-5'-Phosohate, p-NP= paraｭ
Nitrophenol, G-I-P=Glucose-l-phosphate ß-Gly-Pニ ß-Glycerophosphate， Ga-6-P=Glucosamine-6-
phosphate. 
論文の審査結果の要旨
天然の Vitamin B6 作用を有するものとしては，本来の B6 即ち Pyridoxine (PIN) 以外lこ Pyridoxal
(PAL) , Pyridoxamine (P AM) およびそれらの5' の位置が燐酸化された Pyridoxine phosphate (PINP) , 
Pyridoxal-phosphate (P ALP) , Pyridoxamine phosphate (P AMP) の六型がある。
乙の中， Vitamin B6一燐酸エステノレ三型に対する Phosphatase の作用については， }主要な問題があるに
もかかわらず，現在まで充分な研究はなされていなかった。著者は各種の Phosphatase を精製し，これら
三型に対する作用を系統的に研究した。
酸性 Phosphatase としては，甘藷より 370倍，また大腸菌から Rogers らの分類による I 型を50倍， n 
型を20倍粘製した。アノレカリ性 Phosphatase としては，仔牛小腸粘膜より 50倍，大腸菌より 350倍精製し
7こ。
これら粘製酵素棋品の B6 燐酸エステノレ三型に対する水解能力を調べたところ，アノレカリ性 Phospha­
tase は三型いずれをもよく水解するのに反し，酸性 Phosphatase は PINP と PALP を水解するが，
PAMP には殆んど作用しないことがわかった。
更に， B6一燐酸エステノレ三型以外の種々の Monophosphate に対しても， アノレカリ性 Phosphatase は，
一般にいづれをもよく水解するが，酸性 Phosphatase は， PAMP と岡林lこ P04 基 lこ NH2 基の隣接し
ているような構造をもっ物質一例えば Phospho serine Phosphothreonine 等ーには作用し難いことがわ
かった。その理由の一部は，酸性官tl域では P04 基と NH2 基との問で，分子内塩を形成しているためであ
ろうと考えられる。
以上のことから ， B6一燐酸エステノレ三型を能率よく脱燐酸するには，酸性 Phosphatase よりもアノレカリ性
Phosphatase の方が適していることがわかった口この業績は，すでに B6 六型の分別定量法にも応用され
ており，その他の B6 研究分野にもかなり貢献するものと考えられる。
-270 ー
